
で
、
翌
日
か
ら
約
百
二
十
名
く
ら
い
が
行
軍
さ
せ
ら
れ
、
敦
化

の
飛
行
場
に
収
容
さ
れ
る
。
約
二
十
日
間
。
そ
の
後
、
行
軍
と

貨
物
自
動
車
で
ソ
連
領
へ
。
以
後
三
カ
所
移
動
、
昭
和
二
十
一

年
の
暮
れ
こ
ろ
ト
ウ
キ
ョ
ウ
・
ダ
モ
イ
を
信
じ
て
貨
物
車
に
。

ダ
モ
イ
ど
こ
ろ
か
、
イ
ズ
ベ
ス
ト
コ
ー
ワ
ヤ
地
区
ヤ
ク
デ
ィ
ニ

ヤ
三
〇
八
収
容
所
へ
。
人
員
は
約
五
百
人
、
作
業
は
鉄
道
敷
設
、

道
路
工
事
、
伐
採
、
製
材
等
。

収
容
所
生
活
は
、
シ
ラ
ミ
、
南
京
虫
、
寒
さ
、
食
糧
不
足
で
、

人
間
社
会
に
通
用
、
想
像
で
き
な
い
生
活
。
毎
日
尊
い
犠
牲
者

が
出
た
事
実
。
ま
た
、
厳
し
い
ノ
ル
マ
が
課
せ
ら
れ
、
こ
れ
ら

は
そ
の
経
験
者
で
な
け
れ
ば
語
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

昭
和
二
十
四
年
六
月
中
旬
こ
ろ
、
現
場
作
業
中
ダ
モ
イ
の
知

ら
せ
。
本
当
か
う
そ
か
半
信
半
疑
。
直
ち
に
入
浴
、
そ
の
日
の

夕
方
、
貨
物
車
に
て
ヤ
ク
デ
ィ
ニ
ヤ
よ
さ
ら
ば
。
汽
車
で
六
、

七
日
く
ら
い
と
記
憶
し
て
い
る
、
海
が
見
え
た
。
涙
が
出
る
。

忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
六
月
三
十
日
、
岸
壁
に
日
の
丸
の

日
本
船
「
信
濃
丸
」
と
確
認
。
あ
あ
、
こ
れ
で
助
か
っ
た
。
七

月
二
日
、
舞
鶴
港
上
陸
。
こ
の
感
激
は
一
生
忘
れ
る
こ
と
が
で

き
な
い
。

戦
争
経
験
、
抑
留
生
活
四
年
半
、
ま
さ
に
死
の
ふ
ち
の
人
生

経
験
。
そ
れ
だ
け
に
、
ど
ん
な
環
境
に
も
生
き
る
希
望
を
持
つ
、

ま
た
生
涯
に
大
き
な
プ
ラ
ス
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。

シ
ベ
リ
ア
抑
留
記
　 

新
潟
県
　
金
田
市
郎
　 

大
正
十
四
年
十
一
月
七
日
、
新
潟
県
北
蒲
原
郡
松
ヶ
崎
村
大

字
松
ヶ
崎
字
山
ノ
上
三
〇
二
八
番
地
に
出
生
す
。

浜
松
尋
常
小
学
校
へ
入
校
、
四
年
生
の
二
学
期
よ
り
新
潟
市

入
舟
小
学
校
へ
転
入
、
卒
業
。
新
潟
市
二
葉
尋
常
高
等
小
学
校

へ
入
学
、
卒
業
す
。
卒
業
後
、
東
北
電
力
㈱
工
員
養
成
所
で
一

年
間
の
教
育
を
修
了
し
、
入
社
す
る
。

父
は
北
海
道
―
新
潟
間
を
航
海
す
る
船
長
、
母
は
家
事
専
業

主
婦
で
あ
り
、
弟
二
人
、
妹
一
人
で
あ
る
。

昭
和
二
十
年
一
月
十
八
日
、
新
発
田
東
部
二
十
三
部
隊
に
現

役
入
隊
す
。
軍
装
に
つ
い
て
は
、
や
や
軍
人
ら
し
い
服
装
だ
っ

た
。
や
や
と
は
、
戦
闘
帽
は
地
方
で
の
中
折
れ
の
改
造
し
た
も



の
が
支
給
、
軍
靴
に
つ
い
て
は
右
と
左
が
不
ぞ
ろ
い
な
も
の
が

支
給
さ
れ
た
。
兵
器
に
つ
い
て
も
一
個
班
に
実
弾
が
撃
て
る
銃

は
一
丁
か
二
丁
、

銃
を
持
た
さ
れ
た
者
の
み
に
実
弾
三
十
発
が
、

剣
も
持
っ
た
者
と
持
た
な
い
者
が
お
っ
た
。
私
た
ち
は
通
信
隊

な
の
で
兵
器
は
余
り
必
要
な
い
の
だ
と
、
不
信
感
な
ど
な
か
っ

た
。一

月
二
十
三
日
二
十
時
ご
ろ
か
、
出
発
命
令
で
新
発
田
駅
を

出
発
、
一
月
三
十
日
北
鮮
会
寧
へ
到
着
す
。
内
地
に
お
い
て
支

給
さ
れ
た
兵
器
、
軍
服
等
全
部
返
品
し
、
新
し
い
兵
器
、
軍
服

が
支
給
さ
れ
る
。
六
月
五
日
通
信
隊
一
期
の
検
閲
ま
で
、
戦
況

の
急
迫
さ
な
ど
聞
か
さ
れ
ず
、
教
育
に
専
念
す
。
他
中
隊
に
は

鮮
人
の
初
年
兵
が
入
隊
し
た
と
い
う
話
は
聞
い
た
が
、
通
信
隊

に
は
入
隊
者
は
な
か
っ
た
。

七
月
六
日
、
部
隊
主
力
は
陣
地
構
築
に
出
発
す
。
十
一
号
演

習
と
か
言
っ
た
。
そ
の
と
き
に
実
弾
六
十
発
が
渡
さ
れ
、
私
ら

一
個
分
隊
は
各
大
隊
の
通
信
交
換
及
び
補
修
の
た
め
鐘
城
に
と

ど
ま
る
。

八
月
十
五
日
早
朝
、
三
名
に
て
三
大
隊
へ
の
補
修
作
業
に
出

発
す
。
補
修
も
終
わ
り
帰
路
、
今
来
た
方
面
に
て
機
銃
掃
射
の

音
、
低
空
で
飛
行
機
が
飛
ん
で
く
る
。
友
軍
機
だ
と
手
を
振
っ

た
が
、
実
は
敵
機
だ
っ
た
。
そ
の
後
変
わ
っ
た
こ
と
も
な
く
、

夕
方
鐘
城
に
入
る
。
本
部
の
方
よ
り
将
校
、
兵
隊
が
三
々
五
々

下
っ
て
行
く
。
分
隊
に
着
き
、
班
長
よ
り
「
本
日
、
日
本
軍
は

連
合
軍
に
対
し
無
条
件
降
伏
し
た
。
中
隊
に
合
流
の
た
め
こ
れ

よ
り
出
発
す
」

。

我
々
は
本
部
よ
り
離
れ
て
お
り
、
部
隊
の
配
置
な
ど
に
つ
い

て
は
不
明
で
あ
る
。
翌
十
六
日
中
隊
に
合
流
す
る
。
我
が
分
隊

は
戦
闘
は
な
し
。

終
戦
の
詔
勅
は
聞
か
れ
な
か
っ
た
。
軍
は
解
散
し
な
い
で
軍

隊
行
動
で
、
帰
還
ま
で
初
年
兵
で
あ
っ
た
。

八
月
十
七
日
停
戦
命
令
、
図
們
に
て
武
装
解
除
。
二
十
日
図

們
出
発
、
延
吉
収
容
所
へ
。
九
月
十
六
日
延
吉
出
発
、
五
十
里

の
行
軍
。
九
月
二
十
一
日
ソ
領
ク
ラ
ス
キ
ノ
収
容
所
着
、
野
宿

生
活
に
入
る
。

十
月
十
九
日
ク
ラ
ス
キ
ノ
よ
り
貨
車
に
て
出
発
、
二
十
二
日

ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
第
十
七
収
容
所
着
。
途
中
で
の
ソ
連
兵
ら
に
よ

る
略
奪
、
か
っ
ぱ
ら
い
は
毎
日
の
よ
う
に
聞
か
さ
れ
た
。

武
装
解
除
は
指
示
に
従
い
整
然
と
行
わ
れ
た
。
延
吉
、
ク
ラ



ス
キ
ノ
、
す
べ
て
有
刺
鉄
線
が
張
ら
れ
た
中
で
の
野
営
生
活
で
、

自
分
た
ち
の
運
ん
だ
食
物
で
の
自
炊
で
あ
っ
た
。
東
京
ダ
モ
イ

…
有
蓋
車
に
積
み
込
ま
れ
、
食
べ
る
も
の
と
て
な
し
、
四
日
間

の
貨
車
生
活
。
日
中
は
駅
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
に
停
止
し
、
夜

し
か
走
ら
せ
な
か
っ
た
。
停
車
中
も
扉
は
か
ぎ
が
か
か
り
、
ソ

連
兵
の
監
視
だ
。
便
所
も
ダ
バ
イ
ダ
バ
イ
で
急
が
さ
れ
る
。
最

も
腹
の
中
は
空
っ
ぽ
で
何
も
出
も
し
な
い
が
、
外
の
空
気
を
吸

い
に
出
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
時
々
ソ
連
の
婦
人
や
子
供
が
パ

ン
や
た
ば
こ
と
の
物
々
交
換
に
来
て
い
た
が
、
日
本
人
は
物
も

取
ら
ず
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
方
が
多
か
っ
た
よ
う
だ
。
十
月
の

シ
ベ
リ
ア
の
夜
は
寒
い
。
夏
服
だ
。
戦
友
の
ま
た
を
抱
き
か
か

え
て
ガ
タ
ガ
タ
震
え
て
の
生
活
だ
っ
た
。

抑
留
地
は
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
よ
り
五
里
ほ
ど
山
の
中
で
暮
ら

す
。
他
収
容
所
の
動
静
に
つ
い
て
は
聞
い
た
こ
と
も
な
い
。
ノ

ル
マ
と
食
べ
た
い
で
暮
ら
し
て
い
た
。

シ
ラ
ミ
に
は
全
く
ま
い
っ
た
。
タ
オ
ル
を
首
に
巻
い
て
お
く
。

一
服
休
み
に
火
に
か
ざ
し
シ
ラ
ミ
焼
き
。
取
っ
て
も
焼
い
て
も

取
り
尽
く
せ
な
か
っ
た
。

チ
フ
ス
に
つ
い
て
は
聞
い
た
記
憶
が
な
い
。
発
生
し
た
の
か

も
し
れ
な
い
が
、
件
数
が
少
な
く
忘
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

衣
服
の
消
毒
と
入
浴
は
入
所
一
年
ほ
ど
し
て
か
ら
あ
っ
た
。
入

浴
は
蒸
し
ぶ
ろ
で
あ
り
、
消
毒
は
個
人
の
衣
服
を
全
部
ひ
も
で

結
び
熱
消
毒
を
し
た
よ
う
だ
。

持
ち
物
の
検
査
は
よ
く
あ
っ
た
が
、
身
体
検
査
は
余
り
記
憶

が
な
い
。
日
本
の
軍
医
、
ソ
連
の
軍
医
が
お
っ
た
が
、
世
話
に

な
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。

収
容
人
員
は
五
百
人
が
収
容
さ
れ
て
お
っ
た
。

作
業
は
、
用
材
伐
採
、
ま
き
伐
採
及
び
集
積
が
主
だ
っ
た
。

朝
六
時
鐘
が
鳴
り
起
床
、
七
時
半
作
業
へ
出
発
。
ノ
ル
マ
が
達

成
で
き
ず
、
夕
方
六
時
こ
ろ
に
帰
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
よ
い
方

だ
。
ノ
ル
マ
未
達
成
で
パ
ー
セ
ン
ト
だ
け
の
食
糧
、
ま
た
監
視

人
の
気
分
を
損
ね
る
と
営
倉
入
り
で
あ
っ
た
。
達
成
し
た
記
憶

な
し
。
達
成
す
る
た
め
に
、
ま
き
の
場
合
、
集
積
場
所
を
選
ぶ
。

大
木
の
切
り
株
の
多
い
と
こ
ろ
を
、
古
い
切
り
株
を
基
礎
に
中

を
空
洞
に
し
百
％
を
達
成
し
た
こ
と
が
二
、
三
度
あ
っ
た
。

用
材
ま
き
を
切
り
出
す
に
し
て
も
、
ノ
コ
ギ
リ
、
オ
ノ
が
一

番
大
事
だ
。
朝
支
給
さ
れ
た
も
の
の
切
れ
方
で
も
ノ
ル
マ
に
影

響
が
あ
っ
た
。
目
の
色
を
変
え
て
よ
い
品
を
選
ん
だ
。



労
役
の
軽
重
に
つ
い
て
は
身
体
検
査
の
等
級
で
だ
っ
た
か
わ

か
ら
な
い
が
、
軽
作
業
に
つ
い
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
作
業
免

除
な
ど
な
か
っ
た
。
重
労
働
に
耐
え
ら
れ
な
い
者
は
炊
事
の
水

く
み
や
ま
き
割
り
な
ど
を
や
っ
て
い
た
よ
う
だ
。

健
康
管
理
と
い
っ
て
ど
う
し
た
か
。
そ
れ
は
、
作
業
に
は
た

き
火
が
つ
き
も
の
で
あ
り
、
消
し
炭
が
で
き
る
の
を
、
腹
ぐ
あ

い
が
変
だ
、
野
草
を
食
べ
過
ぎ
た
と
言
っ
て
は
よ
く
食
べ
て
お

っ
た
。「
征
露
丸
」
の
つ
も
り
だ
っ
た
。
そ
ん
な
関
係
か
、
体

も
壊
す
こ
と
な
く
過
ご
し
た
よ
う
だ
。

五
百
人
の
点
呼
、
何
度
数
え
れ
ば
よ
い
の
か
、
三
十
分
か
ら

四
十
分
も
か
か
っ
て
お
っ
た
。

夏
服
で
正
月
を
過
ご
し
、
そ
の
後
満
服
が
支
給
さ
れ
た
。
食

物
の
種
類
と
い
っ
て
も
何
が
ど
れ
ほ
ど
の
分
量
で
入
っ
て
い
た

か
は
不
明
だ
が
、
コ
ウ
リ
ャ
ン
、
ア
ワ
、
大
豆
、
馬
鈴
薯
、
塩

ジ
ャ
ケ
な
ど
何
で
も
入
っ
て
い
た
よ
う
な
ス
ー
プ
が
飯
ご
う
の

ふ
た
で
一
杯
、
昼
食
用
は
同
時
に
黒
パ
ン
三
百
グ
ラ
ム
、
ほ
と

ん
ど
の
者
は
朝
昼
食
一
遍
に
食
べ
て
作
業
に
出
た
。
米
の
ご
飯

は
帰
る
ま
で
食
べ
た
こ
と
な
し
。
冬
場
は
キ
ノ
コ
を
焼
い
て
食

べ
、
夏
場
は
野
草
と
目
に
つ
く
も
の
は
何
で
も
食
べ
た
。

施
設
に
つ
い
て
は
二
段
式
で
あ
り
、
む
し
ろ
一
枚
が
二
人
分

で
、
戦
友
の
片
足
を
胸
に
抱
き
寝
て
お
っ
た
。
電
灯
は
二
、
三

個
、
下
段
の
人
た
ち
は
た
い
ま
つ
で
明
か
り
を
と
る
。

洗
脳
教
育
に
つ
い
て
は
二
度
ほ
ど
全
員
で
受
け
た
が
、
だ
れ

も
真
に
聞
い
て
い
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
ナ
ホ
ト
カ
で
代
表
が
教

育
を
受
け
、
我
々
に
夕
食
後
教
え
て
く
れ
た
が
、
赤
に
な
れ
と

は
言
わ
な
か
っ
た
。

重
労
働
を
乗
り
越
え
て
き
た
の
は
、
一
口
に
言
っ
て
戦
友
愛

で
な
か
っ
た
か
と
思
っ
て
い
る
。
な
れ
な
い
作
業
も
み
ん
な
で

助
け
合
っ
た
成
果
だ
と
思
う
。
帰
り
た
い
、
帰
っ
て
米
の
御
飯

を
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
た
い
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
死
ん
で
た
ま
る

か
の
気
持
ち
が
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
二
年
二
月
十
日
、

転
属
者
百
五
十
名
が
集
め
ら
れ
、

大
隊
長
よ
り
「
君
た
ち
は
転
属
で
は
な
い
、
い
よ
い
よ
待
望
の

内
地
へ
選
抜
さ
れ
て
一
足
先
に
帰
る
の
で
あ
る
。
今
ま
で
随
分

だ
ま
さ
れ
て
き
た
が
、
今
度
は
確
実
で
あ
る
こ
と
を
断
言
で
き

る
。
ど
う
か
日
本
へ
帰
っ
た
ら
こ
の
苦
労
を
生
か
し
、
全
力
を

挙
げ
て
祖
国
再
建
に
努
力
し
て
も
ら
い
た
い
…
…
」

。

二
月
十
一
日
十
七
収
容
所
よ
り
十
二
収
容
所
へ
、
二
月
十
六



日
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
駅
よ
り
、
ナ
ホ
ト
カ
第
二
収
容
所
へ
二
月
十

九
日
入
所
す
。
四
月
六
日
、
乗
船
の
た
め
に
我
が
名
を
呼
ぶ
声

を
聞
き
漏
ら
さ
じ
と
耳
を
澄
ま
し
て
待
つ
。
タ
ラ
ッ
プ
は
ど
う

上
っ
た
か
記
憶
な
し
。
兵
隊
さ
ん
、
長
い
間
ご
苦
労
さ
ま
で
し

た
、
と
船
員
、
看
護
婦
さ
ん
に
迎
え
ら
れ
乗
船
す
。
間
も
な
く

出
航
す
。
船
内
は
平
穏
で
あ
っ
た
。
四
月
十
日
春
雨
に
濡
れ
た

舞
鶴
へ
上
陸
す
。

四
月
十
四
日
帰
郷
、
会
社
に
復
職
す
る
。
悲
喜
こ
も
ご
も
、

思
え
ば
幾
年
月
の
流
れ
に
打
ち
か
っ
て
こ
れ
た
の
も
、
捕
虜
生

活
を
思
え
ば
何
の
そ
の
と
頑
張
っ
て
き
た
。
生
活
は
貧
し
く
と

も
順
調
で
あ
っ
た
。

こ
の
思
い
風
化
さ
せ
ま
じ
　 

新
潟
県
　
田
村
富
三
　 

昭
和
十
九
年
九
月
十
五
日
、
現
役
兵
と
し
て
仙
台
東
部
第
二

十
七
部
隊
（
野
砲
隊
）
に
入
隊
、
同
十
月
ソ
満
国
境
守
備
隊
要

員
と
し
て
旧
満
州
国
羅
北
県
鳳
翔
第
四
四
一
部
隊
（
野
砲
連
隊

水
馬
大
佐
）
に
配
属
さ
れ
、
通
信
の
教
育
、
訓
練
を
受
け
る
。

班
長
の
説
明
に
よ
る
と
、
こ
の
部
隊
は
ソ
満
国
境
に
最
も
近
い

位
置
で
、
対
岸
（
黒
龍
江
）
の
ソ
軍
兵
の
姿
が
見
え
る
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
同
年
十
二
月
初
年
兵
の
第
一
期
の
検
閲
も
無
事

終
わ
り
、
ど
う
に
か
一
人
前
の
兵
士
と
し
て
北
満
の
地
で
の
訓

練
に
励
ん
だ
。

話
が
前
後
し
ま
す
が
、
最
近
に
な
っ
て
知
っ
た
当
時
の
終
戦

間
近
の
部
隊
の
内
容
は
、
昭
和
二
十
年
七
月
十
日
付
で
新
た
に

編
成
さ
れ
、
野
砲
兵
第
百
三
十
四
連
隊
、
通
称
勾
玉
二
五
二
六

九
で
、
編
成
地
は
佳
木
斯
で
、
終
戦
時
の
上
級
部
隊
は
第
百
三

十
四
師
団
で
、
連
隊
長
は
渡
辺
少
佐
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ

る
。な

お
、
当
時
の
国
境
守
備
隊
砲
兵
は
、
独
立
混
成
第
七
十
七
、

七
十
八
旅
団
砲
兵
隊
に
富
錦
駐
屯
隊
の
砲
兵
で
編
成
さ
れ
、
そ

の
内
容
は
、
三
個
大
隊
で
野
砲
二
十
七
門
、
定
員
千
六
百
余
名
、

馬
匹
千
二
百
余
頭
だ
っ
た
と
い
う
が
、
ソ
軍
と
の
開
戦
時
（
八

月
九
日
ソ
軍
侵
攻
）
の
充
足
状
況
は
四
割
程
度
の
戦
力
で
、
根

こ
そ
ぎ
動
員
（
南
方
移
送
）
の
典
型
的
部
隊
だ
っ
た
と
い
う
。

私
は
、
昭
和
二
十
年
五
月
（
桜
演
習
途
中
）
に
佳
木
斯
の
第




